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Introduction of the doctor
「花粉症をうまく乗り切るために」
眼科　主任部長　山崎　真紀子
外来Ａ棟３階のご紹介
知っ得情報コーナー
お知らせ・ご案内

やまさき
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陽
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線
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広島方面

海田方面

立体P

マツダ本社前
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海
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線

病院機能評価
認 定 病 院マツダ株式会社マツダ病院

〒７３５-８５８５
TEL.082-565-5000（ 代表 ）FAX.082-565-5138

広島県安芸郡府中町青崎南2番15号

ＪＲ ご利用の場合
ＪＲ 向洋駅より徒歩１分

バスご利用の場合
向洋駅前・マツダ本社前
下車徒歩１分

お車をご利用の場合
駐車場約90台
広島方面（広島駅）から
県道164号線を海田方面に約４ｋｍ
海田方面（大正交差点）から
県道164号線を広島方面に約３ｋｍ

午前 8：15～11：30（整形外科、眼科8：15～11：00）
午後12：45～14：00（歯科口腔外科～16：00、皮膚科～15：30）

原則として、土、日、祝日、年末年始

2012年９月より各科受付に変わりました。詳しくは受付スタッフへお尋ねください。

●担当医の（初）は初診、（再）は再診の日になります。

マツダ病院は温かい思いやりの心で最新・最良の医療を提供し
社会に貢献します

１. 患者さんの立場になって、心のこもった医療を提供します
２. 医療の安全を徹底し、信頼される病院を目指します
３. 地域の中核病院として、近隣医療機関との連携を図り、地域
　　医療の向上に努めます
４. 最新・最良の医療を提供するため、常に研鑚に励みます
５. 自主・自律（立）の精神のもと、一人ひとりが生き生きとし
　　た、働きがいのある病院を目指します
６. 医療資源の活用を図り、健全な経営の確保に努めます

外来診療のご案内 （2013年４月現在）

馬場
廣島

馬場
廣島

馬場
廣島

馬場
廣島

馬場
廣島

予防接種
一般診察

予防接種
乳児健診
一般診察

予防接種
一般診察

予防接種
一般診察

予防接種
一般診察

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０２６

１３時３０分
　　～１６時小児科 午

後

午　前

午　前

午　前

午　後

午　後

※予防接種は完全予約制
※第３月曜日午前（～11：30）小児神経外来あり
※第２・４水曜日午後（14：30～16：30）心理カウンセリングあり

間所
髙萩

間所
髙萩

間所
髙萩

間所
髙萩

間所
髙萩

間所
髙萩

手術 間所
髙萩

手術 間所
髙萩

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３３

１５時半迄皮膚科 午
後

※午後は１５時３０分まで

井上

ＥＳWＬ
検査 

井上 井上
広大医師井上

ＥＳWＬ
検査 

井上

ＥＳWＬ
検査 

手術 手術

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３２

泌尿器科

月坂

菊川

奥原
（初）

月坂奥平

菊川

田中
（初）

　
　

手術

月坂
（初）

奥原

菊川
（初）

　

田中

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３０

整形外科

午
前

１１
時
迄

１
診
２
診
３
診
４
診

official site：http：/ / hospital.mazda.co.jp/

アクセス受付時間

休 診 日

マツダ病院理念

基本方針

ま　き　こ

中西（呼）

大成（呼）

清水（循）

平岡（糖）

福原（消）

住居（循）

平田（消）

黒田（消）
 辻 （糖）

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０２４

平岡（糖）

五明（循）

黒田（消）

中西（呼）

田村（消）

蓼原（循）

三保（循）

山本（循）
大成（呼）

住居（循）
平岡（糖）
 辻 （糖）

野村（消）

五明（循）

清水（循）

 辻 （糖）

平田（消）

住居（循）

河内（呼）

田村（消）

※木曜日午後…第1・第3・第5は辻医師
第2・第4は平岡医師

三保（循）

五明（循）

山本（循）

大成（呼）

田村（消）

蓼原（循）

福原（消）

野村（消）

河内（呼）

五明（循）

山本（循）

 辻 （糖）

野村（消）

黒田（消）

平岡（糖）専門
外来

内　科

午
後

午
　
前

１
診
２
診
３
診
４
診
５
診
６
診
７
診
８
診

内
・
循
環
器
・
消
化
器
・
糖
尿
病
・
呼
吸
器

月 火 水 木 金

中原

荒木

手術

ＴＥＬ ０８２-５６５-５１２２

中原

尾上

検査

中原

荒木

手術

中原

尾上

血管内治療

中原

尾上

検査

１診

２診脳神経
外　科

午　後

午　後

午　前

午　後

午　後

午　後

午　前

午　前

午　前

午　前

午
前

山崎

手術

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３４

山崎

予約検査

山崎

手術

山崎

予約検査

山崎

予約検査眼　科

※月・水曜日は予約患者のみ

福入
武内
福入
武内

福入
武内

検査

福入
武内
福入
武内

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３５

担当医

手術

担当医

手術
耳　鼻
咽喉科

中西
石川

中西

中西

中西
石川

中西

中西

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０５１

中西

中西

中西

中西
画　像
診断科

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本

広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

坂本
有田
広大医師

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３６

歯　科
口腔外科

萬谷
（初）

萬谷
（再）

萬谷
（初）

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０３７

萬谷
（再）

萬谷
（再）精神科

心療内科 ※月・金曜日は初診（完全予約制）のみ

赤木

田中

担当医

担当医

ＴＥＬ ０８２-５６５-５０２７

栗栖

林谷

柴村

担当医

赤木

林谷

担当医

柴村

※午後は検査・手術又は特殊外来

栗栖

田中

担当医

担当医

栗栖

湯浅

担当医

担当医

１診

２診

３診外　科

午　後

午
前

月 火 水 木 金

奥原

田中

白川

白川

加納

手術手術

加納

手術 手術
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に
黒
目
（
角
膜
）
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
る
症
状
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
は
充
血
、
多
少
の

眼
脂
や
涙
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
他
の
人
へ
の
伝

染
の
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
齢
と
し
て
は
、
10
歳
代
が
ピ
ー
ク
で
年
齢
と

と
も
に
症
状
は
軽
減
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
に
は
主
に
症
状
を
鎮
め

る
た
め
の
治
療
＝「
対
症
療
法
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬

　
か
ゆ
み
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
物

質
を
細
胞
か
ら
血
液
に
出
さ
な
い
よ
う
に
働
き
か

け
る
点
眼
薬
で
す
。
こ
の
点
眼
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
か
ゆ
み
や
異
物
感
な
ど
の
症
状
を
軽
減
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
本
眼
科
学
会
が
定

め
る
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
花
粉
症
結
膜
炎
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ

ア
に
つ
い
て
、
「
花
粉
飛
散
予
測
日
の
約
２
週
前
、

ま
た
は
症
状
が
少
し
で
も
現
れ
た
時
点
で
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
点
眼
薬
の
投
与
を
開
始
す
る
と
花
粉
飛
散

ピ
ー
ク
時
の
症
状
が
軽
減
さ
れ
る
」
と
し
て
、
花

粉
飛
散
前
か
ら
点
眼
薬
を
予
防
的
に
投
与
す
る

「
初
期
療
法
」
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

　
症
状
が
強
い
場
合
に
は
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
緑
内
障
な
ど
の
副
作
用
が
出
る
こ
と
も

あ
る
の
で
多
用
し
な
い
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

③
免
疫
抑
制
点
眼
液

　
重
症
の
春
季
カ
タ
ル
な
ど
の
場
合
は
、
免
疫

（
体
の
抵
抗
力
）
を
抑
え
る
点
眼
液
も
使
わ
れ
ま

す
。

④
外
科
的
治
療

　
角
膜
（
黒
目
）
に
キ
ズ
が
つ
く
ほ
ど
の
異
物
感

を
生
じ
る
結
膜
の
ぶ
つ
ぶ
つ
に
は
、
そ
の
切
除
な

ど
の
外
科
的
治
療
を
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
花
粉
症
は
、
花
粉
（
抗
原
）
の
刺
激
に
さ
ら
さ

れ
な
い
よ
う
に
予
防
が
重
要
で
す
。
花
粉
飛
散
情

報
は
花
粉
回
避
に
役
立
ち
ま
す
。
花
粉
飛
散
が
多

い
時
間
帯
は
外
出
を
控
え
、
洗
濯
物
や
寝
具
を
外

に
干
す
こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ゴ
ー
グ
ル

型
の
メ
ガ
ネ
や
花
粉
防
止
用
マ
ス
ク
の
着
用
、
花

粉
が
付
き
に
く
い
服
装
が
最
も
効
果
的
で
す
。

人
工
涙
液
に
よ
る
洗
眼
も
有
用
で
す
。
屋
内
に
花

粉
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
お
部
屋

の
清
掃
を
心
が
け
、
板
床
の
拭
き
掃
除
、
空
気
清

浄
器
の
使
用
な
ど
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
症
状
が

あ
る
と
き
は
コ
ン
タ
ク
ト
の
使
用
も
控
え
ま
し
ょ

う
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
か
と
思
わ
れ
る
症
状
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
マ
ツ
ダ
病
院 

眼
科
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ら
だ
」
が
過
剰
に
反
応
し
た
状
態
で
す
。
例
え
ば
、

ス
ギ
や
ブ
タ
ク
サ
の
花
粉
は
そ
れ
自
体
に
毒
性
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
飛
び
散
っ
た
花

粉
が
目
や
鼻
か
ら
体
内
に
入
る
と
、
そ
れ
に
「
か

ら
だ
」
の
中
の
「
好
酸
球
」
と
い
う
白
血
球
の
仲

間
の
細
胞
が
反
応
し
て
、
か
ゆ
み
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
粒
を
血
液
の
中
に
放
出
す
る

こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
特
有
の
症
状
を
生
じ
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
う
ち
約
85
％
は
花
粉
症
、

と
り
わ
け
春
先
に
生
じ
る
ス
ギ
花
粉
症
が
多
く
季

節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
カ
ビ
や
ダ
二
が
主
な
原
因
で
あ

る
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
や
症
状
の
強
い

春
季
カ
タ
ル
、
ア
ト
ピ
ー
性
結
膜
炎
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　
症
状
と
し
て
最
も
代
表
的
な
の
は
か
ゆ
み
で
す
。

ま
ぶ
た
の
ふ
ち
や
目
頭
が
か
ゆ
い
こ
と
が
多
く
、

か
け
ば
か
く
ほ
ど
症
状
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
次
に
多
く
生
じ
る
の
が
、
ご
ろ
ご
ろ
と
い

う
異
物
感
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
炎
症
反
応
に

よ
っ
て
ま
ぶ
た
の
裏
側
の
結
膜
に
粒
状
の
も
り
あ

が
り
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
、
ま
ば
た
き
の
際

　
春
と
と
も
に
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
が
今
年
も
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
環
境
省
に
よ
る
と
今
年
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
花
粉
総
飛
散
量
は
例
年
と
の
比
較
で
は
、

中
国
地
方
の
ほ
と
ん
ど
で
例
年
並
み
か
例
年
よ
り

も
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
散
ピ
ー

ク
時
期
は
、
中
国
地
方
で
３
月
中
旬
の
見
込
み
で
、

ピ
ー
ク
の
前
後
10
日
か
ら
20
日
の
間
も
花
粉
量
が

か
な
り
多
い
予
報
が
で
て
い
ま
す
。

　
今
号
は
目
に
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、

花
粉
症
の
症
状
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
か
ら
だ
に
外
か
ら
異
物

（
抗
原
）
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
起
こ
る
「
免
疫

反
応
」
の
一
つ
で
す
。
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
い

わ
ゆ
る
バ
イ
キ
ン
に
対
し
て
生
じ
る
反
応
と
の
大

き
な
違
い
は
、
本
来
無
害
な
も
の
に
対
し
て
「
か

マツダ病院　眼科　TEL 082-565-5034

やまさき　　　ま　き　こ

眼科　主任部長　山崎　真紀子

日
本
人
の
15
〜
20
％
が
か
か
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
?!

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
と
は
？

治
　
療

予
防
セ
ル
フ
ケ
ア
が
大
切

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
症
状
は
？

※

１

※

２

※

３

花粉症をうまく
乗り切るために
花粉症をうまく
乗り切るために

Introduction 
of the doctor
Introduction 
of the doctor

※１　春季カタル（しゅんきかたる）：アレルギー性結膜炎の１種で、結膜に増殖性の病変がみられ、春から夏にかけて悪化
し、冬に症状が軽くなる

※

２
　
眼
脂
（
が
ん
し
）：
目
ヤ
ニ
の
こ
と

※

３
　
人
工
涙
液
（
じ
ん
こ
う
る
い
え
き
）：
涙
を

補
い
、
目
の
乾
燥
を
防
ぐ
液
。

環境省の花粉情報URL；
http://www.env.go.jp/che
mi/anzen/kafun/

広島県の花粉情報URL；
広島市江波山気象館
http://www.ebayama.jp/

花粉情報

杉花粉の飛散写真

花粉の顕微鏡写真
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に
黒
目
（
角
膜
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と
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染
の
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
齢
と
し
て
は
、
10
歳
代
が
ピ
ー
ク
で
年
齢
と

と
も
に
症
状
は
軽
減
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
に
は
主
に
症
状
を
鎮
め

る
た
め
の
治
療
＝「
対
症
療
法
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬

　
か
ゆ
み
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
物

質
を
細
胞
か
ら
血
液
に
出
さ
な
い
よ
う
に
働
き
か

け
る
点
眼
薬
で
す
。
こ
の
点
眼
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
か
ゆ
み
や
異
物
感
な
ど
の
症
状
を
軽
減
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
本
眼
科
学
会
が
定

め
る
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
花
粉
症
結
膜
炎
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ

ア
に
つ
い
て
、
「
花
粉
飛
散
予
測
日
の
約
２
週
前
、

ま
た
は
症
状
が
少
し
で
も
現
れ
た
時
点
で
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
点
眼
薬
の
投
与
を
開
始
す
る
と
花
粉
飛
散

ピ
ー
ク
時
の
症
状
が
軽
減
さ
れ
る
」
と
し
て
、
花

粉
飛
散
前
か
ら
点
眼
薬
を
予
防
的
に
投
与
す
る

「
初
期
療
法
」
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

　
症
状
が
強
い
場
合
に
は
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
緑
内
障
な
ど
の
副
作
用
が
出
る
こ
と
も

あ
る
の
で
多
用
し
な
い
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

③
免
疫
抑
制
点
眼
液

　
重
症
の
春
季
カ
タ
ル
な
ど
の
場
合
は
、
免
疫

（
体
の
抵
抗
力
）
を
抑
え
る
点
眼
液
も
使
わ
れ
ま

す
。

④
外
科
的
治
療

　
角
膜
（
黒
目
）
に
キ
ズ
が
つ
く
ほ
ど
の
異
物
感

を
生
じ
る
結
膜
の
ぶ
つ
ぶ
つ
に
は
、
そ
の
切
除
な

ど
の
外
科
的
治
療
を
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
花
粉
症
は
、
花
粉
（
抗
原
）
の
刺
激
に
さ
ら
さ

れ
な
い
よ
う
に
予
防
が
重
要
で
す
。
花
粉
飛
散
情

報
は
花
粉
回
避
に
役
立
ち
ま
す
。
花
粉
飛
散
が
多

い
時
間
帯
は
外
出
を
控
え
、
洗
濯
物
や
寝
具
を
外

に
干
す
こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ゴ
ー
グ
ル

型
の
メ
ガ
ネ
や
花
粉
防
止
用
マ
ス
ク
の
着
用
、
花

粉
が
付
き
に
く
い
服
装
が
最
も
効
果
的
で
す
。

人
工
涙
液
に
よ
る
洗
眼
も
有
用
で
す
。
屋
内
に
花

粉
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
お
部
屋

の
清
掃
を
心
が
け
、
板
床
の
拭
き
掃
除
、
空
気
清

浄
器
の
使
用
な
ど
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
症
状
が

あ
る
と
き
は
コ
ン
タ
ク
ト
の
使
用
も
控
え
ま
し
ょ

う
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
か
と
思
わ
れ
る
症
状
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
マ
ツ
ダ
病
院 

眼
科
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ら
だ
」
が
過
剰
に
反
応
し
た
状
態
で
す
。
例
え
ば
、

ス
ギ
や
ブ
タ
ク
サ
の
花
粉
は
そ
れ
自
体
に
毒
性
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
飛
び
散
っ
た
花

粉
が
目
や
鼻
か
ら
体
内
に
入
る
と
、
そ
れ
に
「
か

ら
だ
」
の
中
の
「
好
酸
球
」
と
い
う
白
血
球
の
仲

間
の
細
胞
が
反
応
し
て
、
か
ゆ
み
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
粒
を
血
液
の
中
に
放
出
す
る

こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
特
有
の
症
状
を
生
じ
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
う
ち
約
85
％
は
花
粉
症
、

と
り
わ
け
春
先
に
生
じ
る
ス
ギ
花
粉
症
が
多
く
季

節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
カ
ビ
や
ダ
二
が
主
な
原
因
で
あ

る
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
や
症
状
の
強
い

春
季
カ
タ
ル
、
ア
ト
ピ
ー
性
結
膜
炎
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　
症
状
と
し
て
最
も
代
表
的
な
の
は
か
ゆ
み
で
す
。

ま
ぶ
た
の
ふ
ち
や
目
頭
が
か
ゆ
い
こ
と
が
多
く
、

か
け
ば
か
く
ほ
ど
症
状
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
次
に
多
く
生
じ
る
の
が
、
ご
ろ
ご
ろ
と
い

う
異
物
感
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
炎
症
反
応
に

よ
っ
て
ま
ぶ
た
の
裏
側
の
結
膜
に
粒
状
の
も
り
あ

が
り
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
、
ま
ば
た
き
の
際

　
春
と
と
も
に
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
が
今
年
も
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
環
境
省
に
よ
る
と
今
年
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
花
粉
総
飛
散
量
は
例
年
と
の
比
較
で
は
、

中
国
地
方
の
ほ
と
ん
ど
で
例
年
並
み
か
例
年
よ
り

も
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
散
ピ
ー

ク
時
期
は
、
中
国
地
方
で
３
月
中
旬
の
見
込
み
で
、

ピ
ー
ク
の
前
後
10
日
か
ら
20
日
の
間
も
花
粉
量
が

か
な
り
多
い
予
報
が
で
て
い
ま
す
。

　
今
号
は
目
に
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、

花
粉
症
の
症
状
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
か
ら
だ
に
外
か
ら
異
物

（
抗
原
）
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
起
こ
る
「
免
疫

反
応
」
の
一
つ
で
す
。
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
い

わ
ゆ
る
バ
イ
キ
ン
に
対
し
て
生
じ
る
反
応
と
の
大

き
な
違
い
は
、
本
来
無
害
な
も
の
に
対
し
て
「
か

マツダ病院　眼科　TEL 082-565-5034

やまさき　　　ま　き　こ

眼科　主任部長　山崎　真紀子

日
本
人
の
15
〜
20
％
が
か
か
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
?!

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
と
は
？

治
　
療

予
防
セ
ル
フ
ケ
ア
が
大
切

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
症
状
は
？

※

１

※

２

※

３

花粉症をうまく
乗り切るために
花粉症をうまく
乗り切るために

Introduction 
of the doctor
Introduction 
of the doctor

※１　春季カタル（しゅんきかたる）：アレルギー性結膜炎の１種で、結膜に増殖性の病変がみられ、春から夏にかけて悪化
し、冬に症状が軽くなる

※

２
　
眼
脂
（
が
ん
し
）：
目
ヤ
ニ
の
こ
と

※

３
　
人
工
涙
液
（
じ
ん
こ
う
る
い
え
き
）：
涙
を

補
い
、
目
の
乾
燥
を
防
ぐ
液
。

環境省の花粉情報URL；
http://www.env.go.jp/che
mi/anzen/kafun/

広島県の花粉情報URL；
広島市江波山気象館
http://www.ebayama.jp/

花粉情報

杉花粉の飛散写真

花粉の顕微鏡写真
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　昨年２月より着工した外来棟の改修工事は、本年３月で建物内部が完了します。その後外構工事、南側の解

体を行い、解体した跡地へ立体駐車場を新設いたします。

　立体駐車場の完成は８月を予定しています。

　外来Ａ棟３階には整形外科、脳神経外科、泌尿器科、麻酔科、歯科口腔外科があります。

　以前より場所が変わった診療科は

整形外科、泌尿器科、麻酔科で、い

ずれも２階→３階となりました。

　脳神経外科、歯科口腔外科は仮設

診療場所から元の位置へ戻りました。

　各科の配置は右図の朱色部分のと

おりです。

　待合室をはじめ、診察室、処置室の面積が広くなりました。また救急機能強化の一環として、整形外科の処
置室へ救急処置室を新設しました。

Ῡ ʸʄ ёῩ ʸʄ ё

整形外科

受付・待合室 診　察　室 応急処置室

　廊下を挟んだ東側から改修工事前の位置へ戻りました。
　診察室を増やし、待合室や中待合、処置室が広くなりました。

脳神経外科

受付・待合室 診　察　室 処　置　室

　診察室、処置室の面積が以前の１.４倍に広くなりました。

麻酔科

診　察　室 処　置　室

　診察室を増やし、面談室を新設しました。待合室、処置スペースが広くなりました。トイレには自動尿量測
定装置を設置し、快適性を向上しました。

泌尿器科

受付・待合室 診　察　室 自動尿量測定装置付トイレ

　１階の仮設診療から元の３階へ戻りました。診察室の面積が広くなり、診察台を更新しました。

歯科・口腔外科

受付・待合室 診　察　室

　待合室とプレイコーナーが広くなりました。
　授乳室を新たに設けて、乳幼児のお母さん方
の利便性を向上します。
　また、待合室、授乳室ともに壁はディズニー
壁紙になっています。

小　児　科
待合室　プレイコーナー授　乳　室

受付

受付

受
付

受
付

入院棟へ

外来Ｂ棟へ

エレベーターエレベーター

ト
イ
レ

ト
イ
レ階

段
階
段

画像診断科
レントゲン
内視鏡
胃カメラ

リハビリ
テーション科

小児科麻酔科
泌尿
器科

脳神経外科

整形
外科

整形外科

歯 科
口腔外科工事中

外来Ａ棟３階


